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Ｉ
Ｍ
Ｆ
・
世
界
銀
行
グ
ル
ー
プ

年
次
総
会
の
開
催
（
二
〇
一
二

年
十
月
九
日
～
十
四
日
）

▼
十
月
九
日
か
ら
十
四
日
ま
で
、
国
際
通

貨
基
金
・
世
界
銀
行
グ
ル
ー
プ
の
年
次
総

会
（
Ｉ
Ｍ
Ｆ
世
銀
総
会
）
が
東
京
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
会
場
は
、
東
京
国
際
フ
ォ

ー
ラ
ム
、
帝
国
ホ
テ
ル
、
ホ
テ
ル
オ
ー
ク

ラ
で
し
た
。総
会
で
は
、国
際
通
貨
基
金（
Ｉ

Ｍ
Ｆ
）、
世
界
銀
行
グ
ル
ー
プ
（
世
銀
）
の

主
要
会
議
に
加
え
、
Ｇ
７
（
７
カ
国
財
務

大
臣
・
中
央
銀
行
総
裁
会
議
）、
様
々
な
セ

ミ
ナ
ー
、
地
域
会
合
、
二
国
間
会
談
な
ど
、

大
小
二
〇
〇
以
上
の
会
議
・
イ
ベ
ン
ト
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
参
加
者
は
、
世
界
中

の
財
務
省
、
中
央
銀
行
の
ト
ッ
プ
を
含
む

公
式
参
加
者
だ
け
で
一
万
人
を
超
え
、
過

去
最
大
規
模
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
公

式
参
加
者
以
外
に
も
世
界
中
の
金
融
関
係

者
が
多
数
来
訪
し
、
世
界
経
済
や
国
際
金

融
を
巡
る
議
論
が
、
総
会
会
場
の
内
外
で

行
わ
れ
ま
し
た
。

▼
Ｉ
Ｍ
Ｆ
世
銀
総
会
と
は
、
毎
年
秋
に
、

Ｉ
Ｍ
Ｆ
と
世
銀
の
そ
れ
ぞ
れ
の
最
高
意
思

決
定
機
関
で
あ
る
総
務
会
が
開
催
す
る
会

議
で
す
。
総
会
は
、
三
年
に
一
度
、
ワ
シ

ン
ト
ン
Ｄ
Ｃ
（
Ｉ
Ｍ
Ｆ
と
世
銀
の
本
部
所

在
地
）
以
外
で
開
催
さ
れ
ま
す
。
今
回
の

総
会
は
、
も
と
も
と
、
エ
ジ
プ
ト
で
開
催

さ
れ
る
予
定
で
し
た
。
し
か
し
、
エ
ジ
プ

ト
は
、
二
〇
一
一
年
初
め
に
国
内
で
「
ア

ラ
ブ
の
春
」
に
よ
る
政
変
が
発
生
し
た
た

め
、
Ｉ
Ｍ
Ｆ
世
銀
に
対
し
て
開
催
延
期
を

申
し
出
ま
し
た
。
こ
れ
を
受
け
て
、
同
年

六
月
に
東
京
で
の
開
催
が
決
ま
り
ま
し
た
。

な
お
、
日
本
で
の
開
催
は
、
一
九
六
四
年

以
来
、
二
度
目
と
な
り
ま
す
。

　

Ｉ
Ｍ
Ｆ
世
銀
総
会
の
準
備
に
は
、
通
常
、

三
年
余
り
が
必
要
で
す
が
、
東
京
で
の
開

催
は
前
述
の
よ
う
な
事
情
で
急
に
決
ま
り

ま
し
た
。
こ
の
た
め
、
準
備
は
一
年
四
カ

月
で
行
う
必
要
が
あ
り
ま
し
た
。
総
会
全

体
運
営
の
準
備
に
お
い
て
、
日
本
銀
行
で

は
、
国
際
局
に
Ｉ
Ｍ
Ｆ
世
銀
総
会
準
備
グ

ル
ー
プ
を
設
置
し
、
財
務
省
が
統
括
し
た

総
会
全
体
運
営
の
準
備
を
サ
ポ
ー
ト
し
ま

し
た
。

▼
ま
た
、
日
本
銀
行
は
、
今
回
の
総
会
で

以
下
の
六
つ
の
セ
ミ
ナ
ー
等
を
主
催
し
ま

し
た
。

①�

日
本
銀
行
政
策
・
業
務
紹
介
プ
ロ
グ
ラ

ム
（
十
月
九
日
、
日
本
銀
行
本
店
）

▼
総
会
に
先
立
ち
、
財
務
省
が
在
外
公
館

経
由
で
行
っ
た
調
査
で
は
、
日
本
銀
行
へ

の
訪
問
・
見
学
希
望
が
多
く
寄
せ
ら
れ
ま

し
た
。
こ
れ
を
踏
ま
え
、
Ｉ
Ｍ
Ｆ
世
銀
総

会
に
参
加
す
る
各
国
代
表
団
を
対
象
に
特

別
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
開
催
し
、
二
〇
カ
国
か

ら
三
九
名
が
参
加
し
ま
し
た
。
そ
の
う
ち

六
カ
国
（
エ
ル
サ
ル
バ
ド
ル
、
ガ
ー
ナ
、

グ
ア
テ
マ
ラ
、ブ
ル
ネ
イ
、モ
ー
リ
シ
ャ
ス
、

モ
ル
ド
バ
）
か
ら
は
中
央
銀
行
総
裁
が
、

一
カ
国
（
ト
ー
ゴ
）
か
ら
は
計
画
・
開
発
・

国
土
整
備
担
当
大
臣
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
、
冒
頭
挨
拶
で
、
白

川
方
明
総
裁
が
、
前
回
の
東
京
総
会
以
来

の
日
本
銀
行
の
政
策
と
業
務
の
変
遷
を
振

り
返
っ
た
後
、
日
本
銀
行
幹
部
が
、「
日
本

銀
行
の
機
能
と
業
務
の
概
要
」、「
金
融
政

策
」、「
金
融
シ
ス
テ
ム
と
考
査
」
の
各
テ

ー
マ
の
講
義
を
実
施
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、

小
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
た
参
加
者
が
、「
業

務
・
史
料
展
示
室
視
察
」
ま
た
は
「
貨
幣

博
物
館
視
察
」
に
参
加
し
ま
し
た
。

②�

中
小
企
業
金
融
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
（
十

月
九
日
、
東
京
国
際
フ
ォ
ー
ラ
ム
）

▼
国
際
金
融
公
社
（
世
界
銀
行
グ
ル
ー
プ
）

と
共
同
で
開
催
し
、
約
九
〇
名
が
参
加
し

ま
し
た
。

　

冒
頭
、
日
本
銀
行
の
早
川
英
男
理
事
が

挨
拶
を
行
っ
た
後
、
二
つ
の
パ
ネ
ル
討
議

を
行
い
ま
し
た
。
一
つ
め
の
セ
ッ
シ
ョ
ン日本銀行政策・業務紹介プログラム参加者の皆さん

総会全体会合（10 月 12 日）の模様
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で
は
、
国
際
金
融
公
社
の
幹
部
や
開
発
途

上
国
の
金
融
機
関
の
リ
ー
ダ
ー
が
、
開
発

途
上
国
に
お
け
る
中
小
企
業
金
融
の
経
験

を
紹
介
し
ま
し
た
。
二
つ
め
の
セ
ッ
シ
ョ

ン
で
は
、
日
本
銀
行
、
中
小
企
業
庁
、
地

方
銀
行
、
大
学
の
専
門
家
が
、
戦
後
高
度

成
長
期
を
含
め
た
日
本
の
中
小
企
業
金
融

の
経
験
を
紹
介
し
ま
し
た
。

③�

地
域
金
融
協
力
に
関
す
る
日
本
銀
行
・

Ｃ
Ｅ
Ｍ
Ｌ
Ａ
共
催
セ
ミ
ナ
ー
（
十
月

十
一
日
、
東
京
国
際
フ
ォ
ー
ラ
ム
）

▼
Ｃ
Ｅ
Ｍ
Ｌ
Ａ
（
注
１
）
と
共
同
で
開
催
し
、

約
九
〇
名
が
参
加
し
ま
し
た
。
日
本
銀
行

の
西
村
淸
彦
副
総
裁
を
含
む
ア
ジ
ア
、
ラ

テ
ン
ア
メ
リ
カ
の
中
央
銀
行
や
Ｉ
Ｍ
Ｆ
の

幹
部
等
五
名
が
、
パ
ネ
ル
討
議
を
行
い
ま

し
た
。

　

セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
ア
ジ
ア
、
ラ
テ
ン
ア

メ
リ
カ
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
金
融
協
力
の
発

展
状
況
を
紹
介
し
た
後
、
現
下
の
ユ
ー
ロ

危
機
を
踏
ま
え
た
今
後
の
地
域
金
融
協
力

の
あ
り
方
な
ど
を
議
論
し
ま
し
た
。

④�
ア
ジ
ア
経
済
セ
ミ
ナ
ー 

“The R
ole 

of A
sia in a C

hanging W
orld

”

（
十
月
十
三
日
、東
京
国
際
フ
ォ
ー
ラ
ム
）

▼
Ｉ
Ｍ
Ｆ
と
共
同
で
開
催
し
、
約
六
〇
〇

名
が
参
加
し
ま
し
た
。
日
本
銀
行
の
白
川

方
明
総
裁
、
Ｉ
Ｍ
Ｆ
の
ク
リ
ス
テ
ィ
ー
ヌ
・

ラ
ガ
ル
ド
専
務
理
事
の
ほ
か
、
中
国
、
イ

ン
ド
、
米
国
の
学
者
、
実
務
家
計
五
名
が
、

パ
ネ
ル
討
議
を
行
い
ま
し
た
。
ア
ジ
ア
の

中
期
的
な
成
長
見
通
し
と
今
後
も
成
長
を

維
持
す
る
た
め
の
課
題
、
世
界
に
お
け
る

ア
ジ
ア
の
役
割
を
議
論
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
セ
ミ
ナ
ー
の
模
様
を
収
録
し
た

動
画
は
、
Ｉ
Ｍ
Ｆ
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
配

信
さ
れ
て
い
ま
す
。

http://w
w

w
.im

f.org/external/

am
/2012/sem

inars/asia/

⑤�

Ｇ
30
国
際
銀
行
セ
ミ
ナ
ー
（
十
月
十
四

日
、
ホ
テ
ル
オ
ー
ク
ラ
）

▼
Ｇ
30
（
注
２
）
で
は
、
例
年
、
Ｉ
Ｍ
Ｆ
世

銀
総
会
時
に
国
際
銀
行
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催

し
て
い
ま
す
。
今
回
は
総
会
が
東
京
で
開

催
さ
れ
た
た
め
、
日
本
銀
行
が
同
セ
ミ
ナ

ー
を
ホ
ス
ト
し
ま
し
た
。

　

セ
ミ
ナ
ー
で
は
、「
世
界
経
済
見
通
し
」、

「
金
融
監
督
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
を
め
ぐ
る
論

点
」、「
世
界
経
済
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
を
巡
る

論
点
」
の
三
つ
の
パ
ネ
ル
討
議
を
行
い
ま

し
た
。

　
⑥�

グ
ロ
ー
バ
ル
金
融
経
済
に
関
す
る
ハ
イ

レ
ベ
ル
・
セ
ミ
ナ
ー

　

�

“Ch
a
lle
n
g
e
s of the G

lobal 

Financial S
ystem

: R
isks and 

G
overnance under E

volving 

G
lobalization

”（
十
月
十
四
日
、
ホ

テ
ル
オ
ー
ク
ラ
）

▼
Ｉ
Ｍ
Ｆ
と
共
同
で
開
催
し
、
主
要
国
や

ア
ジ
ア
の
中
央
銀
行
総
裁
、
Ｉ
Ｍ
Ｆ
幹
部
、

学
者
等
一
二
〇
名
が
参
加
し
ま
し
た
。
Ｉ

Ｍ
Ｆ
ト
ッ
プ
の
ク
リ
ス
テ
ィ
ー
ヌ
・
ラ
ガ

ル
ド
専
務
理
事
が
冒
頭
挨
拶
を
、
日
本
銀

行
の
白
川
方
明
総
裁
が
基
調
講
演
を
行
っ

た
後
、
二
つ
の
パ
ネ
ル
討
議
を
行
い
ま
し

た
。

　

一
つ
め
の
セ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、
金
融
の

グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
進
む
中
で
、
今
後
留
意

す
べ
き
大
き
な
リ
ス
ク
の
所
在
を
議
論
し

ま
し
た
。
ま
た
、
二
つ
め
の
セ
ッ
シ
ョ
ン

で
は
、
金
融
経
済
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
進

む
こ
と
で
、
対
応
が
一
段
と
難
し
く
な
る

国
際
金
融
シ
ス
テ
ム
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
あ

り
方
に
つ
い
て
議
論
し
ま
し
た
。

総会会場（東京国際フォーラム）の装飾

アジア経済セミナーの模様

　
（
注�

１
）C

entro de E
studios M

onetarios 
Latino A

m
ericanos

：
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
・
カ

リ
ブ
地
域
の
中
央
銀
行
が
組
織
す
る
中
央
銀
行
業

務
に
関
す
る
情
報
交
換
、研
修
等
の
た
め
の
機
関
。

　
　
（
注�

２
）G

roup of Thirty

：
民
間
非
営
利
の
国
際

団
体
で
、
民
間
部
門
お
よ
び
公
的
部
門
の
ト
ッ

プ
な
ら
び
に
学
識
経
験
者
が
メ
ン
バ
ー
。
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「
に
ち
ぎ
ん
体
験
二
〇
一
二
」

の
開
催

▼
日
本
銀
行
本
店
で
は
、
十
月
二
十
九
日

（
月
）
～
十
一
月
四
日
（
日
）
の
間
、「
に

ち
ぎ
ん
体
験
二
〇
一
二
」
を
開
催
し
ま
し

た
。本
イ
ベ
ン
ト
で
は
企
画
展
、市
民
講
座
、

本
店
見
学
ツ
ア
ー
を
実
施
し
、
多
く
の
市

民
の
方
に
ご
来
場
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま

た
、
同
期
間
中
、
貨
幣
博
物
館
の
臨
時
開

館
な
ど
も
行
い
ま
し
た
。

▼
企
画
展
「
に
ち
ぎ
ん
誕
生
～
一
三
〇
年

前
を
振
り
返
っ
て
」
で
は
、
開
業
一
三
〇

周
年
に
ち
な
み
、
特
設
展
示
室
に
お
い
て
、

日
本
銀
行
設
立
の
経
緯
や
草
創
期
の
日
本

銀
行
を
写
真
な
ど
で
ご
紹
介
し
ま
し
た
。

ま
た
、
日
本
銀
行
が
行
っ
て
い
る
さ
ま
ざ

ま
な
業
務
に
つ
い
て
も
、
パ
ネ
ル
展
示
や

体
験
コ
ー
ナ
ー
で
ご
紹
介
し
ま
し
た
。

▼
市
民
講
座
で
は
、
金
融
市
場
、
日
銀
本

店
の
歴
史
、
お
金
を
め
ぐ
る
話
題
な
ど
を

テ
ー
マ
に
、
実
務
に
携
わ
る
日
本
銀
行
職

員
が
、
自
ら
の
経
験
を
踏
ま
え
て
写
真
や

図
な
ど
も
使
っ
て
ご
説
明
し
ま
し
た
。
平

日
夜
間
の
講
座
は
、
旧
地
下
金
庫
見
学
を

セ
ッ
ト
に
し
、
通
常
は
ご
案
内
し
て
い
な

い
金
庫
内
の
小
部
屋
に
入
り
、
一
千
億
円

分
の
模
擬
券
な
ど
を
間
近
に
ご
覧
い
た
だ

く
な
ど
、
い
つ
も
と
は
一
味
違
っ
た
見
学
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編 集 後 記

ツ
ア
ー
も
体
験
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

▼
国
指
定
の
重
要
文
化
財
で
あ
る
本
店
本

館
を
ご
案
内
す
る
本
店
見
学
ツ
ア
ー
で
は
、

通
常
平
日
の
み
の
ツ
ア
ー
を
休
日
に
開
催

し
た
ほ
か
、
見
学
と
日
本
銀
行
の
仕
事
に

つ
い
て
の
解
説
を
セ
ッ
ト
に
し
た
「
レ
ク

チ
ャ
ー
付
き
見
学
ツ
ア
ー
」
を
開
催
し
ま

し
た
。

▼
日
本
銀
行
で
は
、
今
後
も
皆
さ
ま
に
楽

し
ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う
な
催
事
を
実
施

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
平
日
の
日
本
銀
行
本
店
見
学
ツ

ア
ー
は
、
事
前
の
お
申
し
込
み
が
あ
れ
ば
、

随
時
ご
参
加
い
た
だ
け
ま
す
。

＊�

日
本
銀
行
見
学
ツ
ア
ー
の
詳
細
は
、
日

本
銀
行
Ｈ
Ｐ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

http://w
w

w
.boj.or.jp/ 

お札に隠れている偽造防止技術を探す人で賑わう体験
コーナー。一億円（模擬券）の重さ体験も実施。

本店内で開催された市民講座。


